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③ 医学分野 

    「ICT活用による多職種連携、分野横断型の教育改善 

     モデルの提案」 
 





1. プロフェッショナリズム 

2. 医学知識と問題対応能力  

3. 診療技能と患者ケア  

4. コミュニケーション能力 

5. チーム医療の実践  

6. 医療の質と安全の管理 

7. 社会における医療の実践 

8. 科学的探究心 

9. 生涯にわたって共に学ぶ姿勢 

医師に求められる基本的資質・能力 
モデル・コアカリキュラム H28より 

アクティブラーニング 

多職種連携教育 



本日提供する話題 

・電子黒板 Ｂｉｇ Ｐａｄ の活用 

 

・学習支援システム（ＬＭＳ）とのリンク 

 

・他大学・学部との連携授業：その解決すべき課題 



電子黒板 Big Pad の導入 

インターネット接続も可能なため学内の学習支援システム（ＬＭＳ）にもリンク 



http://www.sharp.co.jp/business/bigpad/lineup/pnl703b/ 











ＬＭＳに登録した学生・教員はどこからでもアクセスできる。 

 

それは学内はもとより、他大学、他学部でも可能である。 

 

 

日本医科大学は単科大学であり、他の学部は同一法人 

である日本獣医生命科学大学にしかない。 

 

そこで協定校のひとつである東京理科大学の薬学部 

との遠隔連携授業を計画した。 



日本医科大学側： 
 

医学部3年生の正規授業：単位認定あり 

基礎医学ＳＧＬ（PBLチュートリアルによるグループ学習） 
学生7名前後、17グループで編成され、各グループ1名の 

教員がチューターとなる。 

 

 

東京理科大学側： 
 

薬学部高学年の課外授業 

約10名前後の有志学生が週1回程度自由な時間に 

本学のＬＭＳにアクセスし、グループワークにWeb参加。 

年1回、合同カンファランスを開催する。 



 

日本医科大学側： 
医学部3年生の正規授業： 
 

 

 

成果物（議論の記録：レポート）をＬＭＳにアップ 

 

 

 

東京理科大学側： 
薬学部高学年の課外授業 

約10名前後の有志学生が週1回 

程度自由な時間にＬＭＳにアクセス 



大学、学部が異なる場合、カリキュラムを合わせるには困難を伴う。 

 

課外授業にすると参加者が限られる。 

 

ＬＭＳを用いて遠隔授業を行えば、最低限、正規授業＆課外授業 

の形式で展開が可能である。 

 

時間にゆとりをもたせれば（例えば学期内時差進行） 
正規授業同士の連携も可能である。 

 

さらに外部のe-Learningサイトをこれに絡めることも可能である。 





・Ｗｅｂ接続可能な電子黒板はアクティブラーニングを 

 大いに促進する。 

 

・ＬＭＳとのリンクはさらにこれを促進する。 

 

・ＬＭＳを用いることで他大学・他学部との連携授業が 

 可能となる。 

 

・ＬＭＳ・e-Learningを用いた多職種連携教育は 

  新たな学習の場の創造を予感させる。 

Take-home message 
 

北総救命FBより 


